
○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

３「 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまち」

（ １） 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

いのちを守る総合対策事業 １億３１６万円

（ 担当： 社会福祉課社会福祉係、健康推進課保健指導係）

障がい者地域生活支援事業 １億７１４万円

（ 担当： 社会福祉課障害福祉係）
訪問入浴サービス事業

自宅の浴槽で入浴することが困難な身体障がい者に、訪問による入浴等のサービスを行い

ます。
日中一時支援事業

障がい者（ 児） に日中活動の場を提供し、家族の就労支援などのための一時的な見守りの

支援を行います。
日常生活用具給付事業

重度障がい者等に対し、日常生活の便宜を図るためストーマ装具や杖などの日常生活用具
の給付を行います。
相談支援事業

障がい者（ 児） からの相談に応じ、必要な情報の提供を行います。
自動車運転免許取得費･改造費助成事業

障がい者の社会参加の推進のため、自動車免許の取得費用及び自動車の改造費の一部助成
を行います。
移動支援事業
屋外での移動が困難な障がい者（児） に、外出する時の支援を行います。

成年後見制度利用支援事業

判断能力が十分でない障がい者が、安心して日常生

活を送れるように適切な支援者を選び、本人を保護し

支援を行います。
コミュニケーション支援事業

言語による意思の疎通を図ることに支障がある障が

い者を対象として、手話通訳者や要約筆記者を派遣する

などの支援を行います。
社会復帰施設運営事業

在宅の障がい者の社会復帰を促進するため、通所によ

る作業指導及び生活訓練等の支援を行います。

財源 国の負担額２，５５４万円 県の負担額１，２７７万円 市の負担額６，８８３万円

コミュニケーション支援事業を活用した
研修会の様子

自殺防止について広く啓発するため、講演会等を実施します。また、悩みを抱えている方を

地域ぐるみで見守り、必要な支援につなげることができるゲートキーパーの養成に努め、多重

債務専用の電話相談や弁護士相談、栗原市のぞみローンによる資金融資などの自殺防止対策に

も取り組みます。
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○新 医療用ウィッグ・ 補正具購入費用助成事業 １５０万円

（ 担当： 健康推進課健康推進係）

【 補助内容】

補正具 上限額

医療用ウィッグ ３０，０００円

乳房補正具（ 右側） ２０，０００円

乳房補正具（ 左側） ２０，０００円

３「 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまち」

（ １） 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

健康診査事業

（ 担当： 健康推進課健康推進係）

財源 国の負担額 １８万円

県の負担額 ２４３万円

利用者の負担額 ４，０７５万円

市の負担額 万円

□拡 築館多目的競技場整備事業 ４億６，２１６万円

（ 担当： 社会教育課スポーツ推進係）

築館多目的競技場整備後のイメージ図

財源 市の負担額 ４億４，６１６万円

（ うち市債[借入金] ４億１，８２０万円）

その他の負担額 １，６００万円

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

　２０２０東京オリンピックに出場する選手

団の事前キャンプの誘致や、全国クラスの大

会、大学等の合宿を積極的に誘致し、交流人口

の増加を図るため、築館多目的競技場に管理棟

などの施設を整備します。

市民の健康保持や病気の早期発見のため、

各種健康診査・ がん検診等により健康管理に

対する支援を行います。

※ウィッグ…医療用補正具（ かつら）

がん患者が、生き生きと社会で活躍でき

るよう、生活の質の向上と経済的負担軽減

のため、医療用ウィッグ・乳房補正具購入

費用の一部を助成します。

１億９，２３６

２億３，５７２万円

－21－



－22－



○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （ 事業名の頭に標記）

４ 「 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち」

（ １） 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます

□拡 野生鳥獣対策事業 ９７６万円

（ 担当： 農林振興課林業振興係）

財源 県の負担額 ５０万円

市の負担額 ９２６万円

被害防止のために設置した電気柵

全国和牛能力共進会宮城大会対策事業

２３６万円

（ 担当： 畜産園芸課畜産振興係）

５年に一度開催される全国和牛能力

共進会が、平成２９年９月に宮城県仙台

市で開催されます。

市内で育成された和牛が数多く 出場

できるよう、事前指導会や大会参加費用

等の助成を行います。

長崎大会審査風景

６次産業推進事業 １，４５２万円

（ 担当： ６次産業推進室

６次産業推進係）

農林漁業者の６次産業化を支援する

ため、研修会等の開催や、商品開発・ 施

設整備・ 広告宣伝費用の１/２を助成し

ます。

・ 商品開発等： 上限１００万円

・ 施設整備等： 上限５００万円

・ 広告宣伝等： 上限１００万円

ほ場整備事業 １億２，５８０万円

（ 担当： 農村整備課計画調整係）

ほ場の大区画化や、農地の担い手への

集積化を図るため、市内１６地区で、ほ

場整備を行います。

多面的機能支払交付金

４億４，５７６万円

（ 担当： 農業政策推進室農業政策推進係）

田や畑及び農業用水などの資源や農村

環境の保全を図るための共同活動に対し

て支援します。

財源 国・ 県の負担額 ３億３，４３２万円

市の負担額 １億１，１４４万円

子供たちによる田や畑などの生き物調査

野生鳥獣による農作物等被害や人的被

害を防止するため、鳥獣被害対策実施隊に

よる有害鳥獣の計画的な捕獲を行います。

また、被害防止のため、電気柵等を設置

された方に対する購入費用の助成や、新た

に狩猟免許及び銃所持許可を取得した方

に対する取得費用の助成を行います。
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （ 事業名の頭に標記）

宮城県基幹種雄牛「 茂洋美号」
し げ ひ ろ み

く りはら和牛の郷づく り支援強化事業 ２，１２０万円

（ 担当： 畜産園芸課畜産振興係）
和牛資源の確保と産地づく りを支援するため、

栗原市内で生産された優秀な繁殖素牛や肥育素

牛を、みやぎ総合家畜市場から導入した場合に

補助金を交付します。

また、産肉能力の高い茂洋美
しげひろみ

産子、好平茂
よしひらしげ

産

子、勝洋
かつひろ

産子の場合は、補助金を増額して市内

保留を推進し、和牛資源の確保を図ります。

４ 「 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち」

（ １） 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます

（ ２） 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します

企業立地投資奨励金 ５億７，８２２万円

企業立地促進奨励金 ９，０２９万円

（ 担当： 産業戦略課企業戦略係）

【 企業立地投資奨励金】
市内に新設・ 移設・ 増設する企業に対し、

投資規模と市内在住の新規常時雇用者数に

応じて投資額の１０％～２０％を助成しま

す。
【 企業立地促進奨励金】
市内に新設・ 移設・ 増設する企業に対し、

投資規模に応じて固定資産税相当額の２/３
～全額を３年間助成します。

（有）築館クリーンセンター 丸電プレス工業（ 株）

商店街等誘客施設整備事業 ２億１，００６万円

（ 担当： 産業戦略課商工振興係）

旧栗駒町役場跡地を栗駒山観光への基点及び商店街

への集客を図る多目的な空間として整備します。

誘客施設の建設予定地

財源 国の負担額 ４，５２５万円

市の負担額 １億６，４８１万円

（ うち市債[借入金] １億５，５２０万円）

○新 二ュービジネスチャレンジ等支援
事業 ５０４万円

（ 担当： 産業戦略課企業戦略係）

産業の振興と地域の活性化を図るた

め、市内で創業する事業者に対し、事

務所等の賃借料や施設改修費等を助成

します。

【 制度概要】

・ 賃借料補助（ ３年間）

補助率１/２、上限４万円/月

改修経費補助（ １回限り）

補助率１/２、上限５０万円

・ セミナー等参加経費補助

対象経費の１/２以内
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （ 事業名の頭に標記）

４ 「 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち」

（ ２） 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します

中小企業経営安定化支援事業 ３億４，０００万円

中小企業振興資金利子補給補助事業 １，３００万円

（ 担当： 産業戦略課商工振興係）

中小企業者の経営の合理化及び健全な発展、安定を図るため、融資のあっせんを行

います。また、保証料の全額と、利子負担の大きい１年目・ ２年目の利子額の１/２を

助成します。

【 制度概要】

融資制度

・ 融資限度額： ２，０００万円

・ 償還年限 ： 設備資金１０年 運転資金７年

保証料補給制度

・ 融資に係る保証料を全額補給

利子補給補助

・ 利子額の１/２補助、２年間（ 借換え分は一部対象外）

（ ３ ） 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、

栗原市を発信します

○新 観光周遊支援事業 ２２９万円

（ 担当： 田園観光課観光企画係）

観光客の二次交通対策として、市内の登録店で宿泊、食事、お土産などの買い物等の

利用額に応じて、レンタカー費用の一部を助成し、誘客拡大と地域活性化を図ります。

□拡 く りこま高原駅待合室等リニューアル整備事業 １億４０４万円

（ 担当： 田園観光課観光企画係）

財源 市の負担額 １億 ４０４万円

（ うち市債[借入金]   ９，２９０万円）

栗原市の玄関口である、く りこま高原駅内

のインフォメーション機能を強化し、国内外

から訪れる観光客に対して利便性と快適性

を向上させるため、改修工事を行います。

待合室等の完成イメージ図
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （ 事業名の頭に標記）

台湾との国際交流事業 ６９５万円

田園観光課観光企画係、社会教育課スポーツ推進係）

巨大地震被災地という共通点から、地震災害を教訓

とした防災交流として合同の防災訓練を行います。

また、代表団の訪問を受け入れ交流を更に推進すると

ともに、栗原ハーフマラソン大会へ選手を招待するな

ど、市民レベルでの相互交流を促進し姉妹都市提携を

目指します。

スウェーデンとの国際交流事業(オーロラ大使派遣事業) ４３３万円

（ 担当： 市民協働課地域振興係）

市内在住の高校１、２年生を対象に、市の大使として

スウェーデン王国に派遣し、ホームステイによる現地の

人々 との様々 な交流を通して、文化・ 歴史・ 行政・ 福祉

など日本との違いを理解し、豊かな国際感覚を養うとと

もに、国際化に伴う外国人への対応、グローバル社会に

貢献できる人材育成及び地域づく りを目指します。

４「 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち」

（ ３） 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、

栗原市を発信します

南投市平和国小学校児童による太鼓演奏

ウィルヘルムハグランズ工業高校前

○新 スポーツ・ 文化合宿支援事業 ２００万円

（ 担当： 社会教育課スポーツ推進係、生涯学習係）

スポーツや文化の振興、地域の活性化を図るため、市内の宿泊施設への宿泊を伴うス

ポーツや文化活動の合宿を行う市外の団体に、宿泊費や施設利用料に対する補助を行い

ます。

【 対象】

小学校から大学までの児童・ 生徒又は学生で構成された、スポーツ又は文化活動を行

う市外のアマチュア団体

（ 担当： 市民協働課地域振興係、危機対策課防災係、
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （ 事業名の頭に標記）

□拡 インバウンド等推進事業 ８３１万円

（ 担当： 田園観光課観光企画係）

訪日外国人旅行者の誘客を図るため、近隣市町村と協力しながら、プロモーショ

ンや情報発信など、広域観光事業の展開をします。

４「 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち」

（ ３） 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、

栗原市を発信します

□拡 く りはら田園鉄道公園運営事業 , ６万円

（ 企画課企画政策係）

貴重な旧く りはら田園鉄道の資産を
展示、公開する「 く りでんミュージア
ム」 が平成２９年４月にオープンしま
した。
ＫＤ９５など気動車の動態保存及び
レールバイク乗車会などのイベント開
催とあわせ、く りでんの魅力を発信し、
さらなる観光誘客を図ります。

○く りでんミュージアム
・ 開館時間
午前１０時～午後５時
（ 入館は午後４時まで）

・ 休館日
毎週火曜日および年末年始

財源 国の負担額 ４９８万円 市の負担額 ３３３万円

「 多言語音声対応ガイドブック・ 音声ガイドペン」

く りでんミュージアム内観

５ ７７
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